









伝を、きわめてざっとではありますが、ここで見ておきますと、司馬相如は、前漢時代の蜀郡成都（今の四川省成都市）の人で、字 長卿といい、景帝のとき武騎常侍（騎馬して侍従し 帝の狩猟などに従う官）となりましたが、そ 景帝が辞賦を好まないので官を辞して梁に遊んだ、といわれます。このときの梁王は、景帝の弟で、劉武という人で 当時の有名な文人たちを優遇して、一緒に住まわせていたようで、司馬相如も彼らとともに寝泊まりして、交流を持ったといわれます。司馬相如は、そのときに「子虚賦」を作ります。梁王武 没後、成都に帰る際に臨邛を過ぎ、富豪卓王孫の娘である卓文君と駆け落ちをします。その後たまたま「子虚賦」が武帝の眼にとまり 郎（ 官）を拝し、中郎将（帝の侍衛を統括す ）となり、孝文園令（文帝の陵園を管理する職の長官） なりましたが、病気で引退をしています。相如の死に際して、武帝はその作品






















































入長安、題其門云、 「不乗赤車駟馬、不過汝下」也。この故事は 『史記』の本文ではなく、 「索隠」という注に引かれるものです。
資料二
で太字にしてある部分、つまり「華





に引用した『史記』の本文 は傍線がついた箇所 ありますが、この傍線部分について 後で説明することにしますので、今は太字の「索隠」の箇所 みをご覧いただきたいと思いま 記さ のは、 「華陽国志に云ふ、蜀 大城の北のかた十里に升仙橋有り、送客観有り。相如初めて長安に入 とき、其 門に題して云ふ、 「赤車駟馬 乗らずんば、汝が下を過ぎざらん」となり。 」つま 、 「華陽国志」という書物によると、 大城の北、十里のところに升仙橋という橋があって、そこには送客観がある、相如 初めて都長安にのぼっ と 、其の門に「赤車駟馬に乗らずんば、汝が下を過ぎざ ん」つまり、「赤車駟馬（四頭だての赤色の馬車、高官の乗りもの）に乗らないうちは、この橋の門の下を通るまい」と書きつけた、という内容です。
さらにこの話は、唐代に作られた幼学書、 『蒙求』の中にも、 「相如題柱」という標題で採られています。 『蒙求』には、こ
















末尾に掲出） 、主な参考文献 して、佐藤道生先生、堀川貴司先生のご著書など掲げておきましたので、詳しくはそちらを参照していただきたいと思いますが、 日の話に関わる事柄について やや煩雑で申し訳 いのですが、ここでお話しておきたいと思います。














































































































































たっています。レジュメでは、詩句のそれぞれの文字に傍線を付けて、詩題のどの文字の言い換えに っているのかを示しておきました。 「草聖」 ※印に掲げましたように、草書体 字を書くのがう かったので 草聖 た人物で 後漢
資料五
8の張芝、字を伯英という人を指します。ここで使われている故事は、 『蒙求』に「伯英草聖」などとある故事を指しています。どんな故事かといいますと、張芝が書の稽古をするのに、硯では小さすぎるので、池のほとりで水に臨んで書を学び、そのせいで池の水がことごとく黒くなったという故事です。こ 故事を踏まえて、 「草聖帯」で詩題の「臨池水」を言い換えているわけです。そして、 「煙を帯びたり」の「煙」は、 の一字で松の緑を表わ 語ですので、 煙」が「松樹 の となります。こうして、この句では、 「草聖帯 で 池水に臨む」 、 「煙」 「松樹」を言い換えて、池のほとりで書の稽古に励む張芝のそばに緑に煙る松の木がある光景を描き出すことで、 「松樹
 池水に臨む」という詩題を敷衍していることになるわけです。
次に、第四句ですが、冒頭の「波臣」というのは、 『荘子』を典拠として、 「魚」を意味する語です。この句は、 「波臣
 緑を
衣たり」とあって、魚が緑を着ている 表現することで、松の木が池のほとり 立っている情景 表わしているも と解釈できますので、やはり詩題の五文字を言 換えて題意を敷衍して ると考えるこ が きます。
次に、第五句・第六句の頸聯ですが、この部分は句題詩の構成方法の破題の箇所に当たります。第五句の「亜枝」 、それか








の※印２をご覧いただきたい 思 ます。双貫語という は、 「山川」 管絃 などというように、互い 対になっている熟語のことです。詩題に、この双貫語（例えば「山川」 ような双貫語） 入っ いる場合には、頷聯 頸聯で破題 るときに、
9　司馬相如伝の受容と展開










































































































える夢を見たという故事を踏 えた表現です。 「丁固の夢」で、丁固の夢の中 松を意味し 詩題の「松」を言 換えています。 「子猷の襟」は、王徽之、字 子猷という人物が自分 家に竹を植えて そ を愛でた いう故事にもとづい 、詩題の「竹」を言い換えています。このように、頷聯の前の句で「松」を、後ろの句で「竹」をそれぞれ詠み分けて、前の句では
資料六
10




















































































































言い換えるための、つまり詩題に「橋」が含まれている場合に、その橋を破題するための語彙として掲げられている、という点です。まずは、レジュメに沿って、 『文鳳抄』 、 『擲金抄』の記述がどのように構成されているのか、見ていきたいと思 ます。
資料八
の『文鳳抄』の場合、 「橋」の項目（見出し語）のところに、 「橋」を言い換えるための表現として、 「仙鵲翎を結
ぶ」と「人龍字を題す」という二つの語彙が、互いに対句を構成し得る語彙として掲出されています。このように、 『文鳳抄』 、『擲金抄』では、ある語彙が記され、その右下に小字で別の語彙が記されていて、この二つの語彙が対語として使うべき語彙であることを示していま そして 『文鳳抄』の場合 は、このように対語が示されたあとに、しばしば、そ ぞれの語彙についての注が記される場合があります。 「烏鵲の橋、七夕の部に在り」とあるのは、 「仙鵲翎を結ぶ」 ついて 注で、かささぎが羽をつらねて橋を作 故事は「七夕」の項目 ところに説明してある、 いう意味です。そして、この記述に続く注文に記 れているのが、司馬相如の で 。ここに見える司馬相如の故事の内容につ ては、あらためて後で触れることとして、ひとまずもう少し『文鳳抄』の記述を追ってみますと、やはり同じ「橋」の項目のところに、 「橋」の言い換えとして「昇遷の名旧し」と「来往の跡危し」という対 が見えます。もちろんこのうちの「昇遷の名旧し」が昇仙橋 故事を踏まえ
資料九
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たものですが、こ うちの「蜀人柱に題す が昇仙橋の故事をふまえて「橋」を言い換えるための表現です。以下、同じように見ていきま と 「肥馬遂に過ぐ」という『文鳳抄』と同じ表現がみえるほか、 「蜀龍題す」 、そして、 「橋島」の項目のところにもあった「蜀人柱に題す」という表現が、 「舟橋」の項目のところにも見え いるのが確認できると思いま
こうした表現が司馬相如の昇仙橋の故事を踏まえていることは、これらがすべて「橋」の言い換えの表現として掲げられて
















だけではわかりにくいので、こ あたりの状況を少し説明します 、 の部分の『史記』の司馬相如列伝および『漢書』司馬相如伝では 西南の異民族（蜀が都長安からみてかなり西南にありますが、その蜀から見てまだ西のほう いる異民族）を、漢に従属させるための使者として司馬相如がその地方に派遣されます。そして相如が首尾良くそのつとめを果たした帰りに、郷里の蜀にさしかかると、というところ 、
資料二
に引いた『史記』の本文の冒頭にあたります。すなわち「蜀に至れば、
蜀の太守以下郊迎 、県令弩矢を負ひて先駆し 蜀人以て寵と為す」 。現代語になおすと「蜀に到着すると、蜀の太守（郡の長官）以下が町はずれま 出迎え、県令（知事）は弩（いしゆみ） 背負って先導したので、蜀の人々は、大変な栄誉だと思った。 」ということ なります。つまり 何がいいたいかと うと、先ほどの『文鳳抄』の本文をこ 『史記』 （ 『漢書』もほぼ同文ですが）の本文 を比較してみます では「龍」となっている箇所が、 『史記』 は「寵愛」 「寵」となっているというこ です。そう ると、 『文鳳抄』に見えた「人龍」という表現、あ いは『擲金抄』に見えた 蜀龍 という表現は、どうしても奇妙な表現だと考えざ を得な 、 ことになるわけです。つまり、 「蜀人以 寵と為す」という表現を典拠として、 「人龍」 「蜀龍」 言った表現が生まれるという 、どうしても考えにくい。もちろん『史記』ある は『漢書』の本文が「龍」字であれば、問題はないわけですが、 「寵」字ということになると、そこには問題が生じると思われます。
15　司馬相如伝の受容と展開
そこで、まず考えてみたいのは、 『文鳳抄』や『擲金抄』の記述に間違いはないのか、ということです。つまり、 「人龍」







































































































































このように落葉が林の木々 梢からはらはらと落ち、橋の苔を隠していくときには、たった一本の桐 木の葉がもろくも落ちて橋をおおってしまい（橋が落葉で埋もれて見えなくなるので） 、かつては虹 ようだったという大橋の堂々とした様子からはもはやかけ離れてしまうことになるし、老いた柳 落ちてやせ衰え（橋が落葉に埋もれて見えな なるので） 、かつて司馬相如が書きつけたという誓いの文言は、すっかり忘れ去られてしまうことになるのだ。
（以上本文）




葉）がかさなるという「飛丹灑く」 、 「明錦襲る」で「落葉多し」を言い換え、それによって橋の「石柱」が「跡を失ふ（跡形もなくなる） 」 、橋の「紅欄」に「光を添ふ（ますます輝きを増す） 」という状態になる、というので 埋む の字を言い換えています。
司馬相如の昇仙橋の故事が用いられているのは、 「本文」のところです。ここでは、まず、 「紛々として林梢を辞し、蕭々と
して苔点を蔵すが如きに至りては」とあって、ここの部分の現代語訳を参照していただきますと、 「このように落葉が林の木々の梢からはらはらと落ち、橋の苔を隠し いくときには」とあって、次に故事が二つ並びます。一つは※印 示しましたように、虹に似た姿を持っていたという陽羨県の大橋の故事です。九行目は この大橋 落葉によってかつて 堂々とした姿からかけ離れてしまうという趣旨を、詩題の文字をそれぞれ言い換えつつ表現しています。問題の「蜀龍」の表現は 十行目に見えます。すなわち、かつて司馬相如が書きつけたという昇仙橋 文（その文字）が落葉で見えなくなり、すっかり忘れられてしまうといった趣旨をいうもので、つまり、 「蜀龍の文」とは、 「司馬相如が書きつけた文」という意味で 詩題の「橋」を言い換えた表現だと考えることができます。
４
そこで、改めてこれを見ますと、 「蜀龍」という表現は、橋の言い換えであることから見ても、詩序の文脈から見ても、間











②『蒙求』 「相如題柱」の李瀚自注の「蜀人以為寵」の箇所の「寵」が「龍」であった。③句題詩の対語を作るため、 「寵」と意味が通じる「龍」が用いられ、 「蜀 「人龍」という語 案出された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→果たして日本人がこんなことをするのか？
①としたのは、 『史記』司馬相如列伝、 は『漢書』司馬相如伝の 蜀人以為寵 箇所の「寵」が唐鈔本 は「龍」
であったという可能性です。つまり、 『史記』の本文が、かつては違っていた、と考えるものです。しかしながら、これを確かめるのは困難です。 『史記』 『漢書』には、唐鈔本、すなわち唐代の写本の系統の本文が残っていません。現存の『史記』『漢書』は、すべて刊本系の本文です。近世の古活字本や朝鮮版に、古写本との校合が見られるものがありますので、そうしたものから、古い本文を探し出すしかないと思います。そして 現在の状況 らすると、 『史記』 『漢書』の本文が「龍」だったという可能性は低 と言わざるをえません。もちろん、可能性がないわけではありませんが、 『史記』 『漢書』のほ 、 『蒙求』 、それから『太平御覧』 、 『淵鑑類函 などの類書類も、こ を引くもの べ 「寵」の字で、 「龍」に作る本文は、見当たりません。こうしたことからすると、 「寵」字が「龍」字であったと う可能性を想定するのはかなり困難だと思います。
可能性の②として挙げたのが、 『蒙求』 「相如題柱」の李瀚自注の「蜀人以為寵」の箇所の「寵」が 龍」であった、という
ものです。 『蒙 は、少なくとも九世紀後半には、それを用いて学んだ記録が見えま し、幼学書としての影響力というのはしばしば指摘されるところです。本日 取り上げました昇仙橋の故事にいたしましても、後代のおおよそ 作品において、
資料十二
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所には傍線をつけておきましたので、ご覧いただきたいと思いますが、 「蜀人相如を以て栄寵と為す」 っていま 『史記』 『漢書』が「寵」のみである に対して、こちらは「栄寵」になってはおりますけれども、 「龍」ではなく「寵」であることが確認できます。
資料十二
で、③として最後に掲げた可能性は、句題詩の対語を作るため、 「寵」と意味が通じる「龍」が用いられ、 「蜀





鳳抄』 、 『擲金抄』の記述を、もう一度見 み い 思います。句題詩の破題の箇所は、律詩 頷聯および頸聯ですので、対句を構成する必要があります。
資料八
の傍線部分、 「人龍題字（人龍字を題す） 」の対語となっているのは、 「仙鵲結翎（仙鵲翎
を結ぶ） 」です。つまり、 「人龍」と「仙鵲 とが対に ている、もっと詳細には、 「人」と「仙」 、 「龍」と「鵲」とが対語とされていることがわかります。 「龍」と「鵲」が対に って るのは、両者がとも 生物として同類の存在であるからです。また、
資料九
の傍線部分、 「蜀龍題（蜀龍題す） 」と対になっているのは、 「范蠡棹（范蠡棹さす） 」です。 「范蠡」は人名、春








「蜀龍」と対になっているのは「漢虹」です。 「虹」は生物ではありませんが、虫篇がついた字であるために、 「龍」の対語とされた可能性が考えられます。また、細かい説明は省きますが、 「龍」の字は、 「寵」の字と意味が通じる場合があります。この点から「寵」の字と通用できる「龍」の字に置き換えたのではないか、というふうに考えることも可能であるようにも思われます。句題詩の場合、故事を詩のなかに詠みこまなければならないと う都合上、少ない字数で故事を表わす方法が取られます。例えば、漢の李夫人のこと 「漢李」と表わすとか、陶淵明の家の門を 陶門」と表わすとか、登龍門として知られる李膺の門を「李門」と表わすといった類いです。 「蜀龍」 、 「人龍」といった表現も、このような句題詩特有の言い回しとして考案されたものと考えることができないか、というのが
資料十二
の③に掲げた可能性です。ただし、そうはいっても、 『史




いままで恐縮ですが、句題詩および句題詩序 中で、司馬相如を表現する に 人 、 「蜀龍」という、中国詩には例の見えない表現が用いられていること、そしてそれが、日本人によっ 案出された表現である可能性があることをお話しさせていただきました。ご静聴 ただき、ありが うございました①本間洋一校注『文鳳抄』 （歌論歌学集成別巻二、二〇〇一年、三弥井書店）②佐藤道生『平安後期日本漢文学の研究』 （二〇〇三年、笠間書院）他。主な参考文献
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③堀川貴司『詩のかたち・詩のこころ─中世日本漢文学研究─』 （二〇〇六年、若草書房） 。④佐藤道生編『句題詩研究』 （二〇〇七年、慶應義塾大 出版会） 。⑤山田尚子『中国故事受容論考─中古中世日本における継承と展開 九 勉誠出版⑥柳澤良一『新撰朗詠集全注釈』 （二〇一一年、新典社） 。⑦大木美乃「鎌倉期における『文鳳抄 『擲金抄』の享受」 （ 『藝文研究 第一〇六号、二〇一四年六月） 。
二〇一四年十月二十五日成城国文学会年度大会
（やまだ・なおこ
　
成城大学准教授）
